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主な記事
看護師で絵本作家の頭の中  第2章／東京勤医会・友弥.（TOMOMI）

伝えていきたい私の民医連○ 元全日本民医連事務局次長  川口  貞勝（上）
シリーズ  なぜ、日本の医療・保健・防災・教育体制は壊されたのか①／東京都立大学・宮下与兵衛

いま、沖縄に連帯して 米軍基地からの感染拡大は「ある」

いま、なぜ憲法改悪なのか パートⅡ○ 若手弁護士の会
私の趣味・こだわり紹介⑦ カヤックで広がる世界／静岡・SUGIWOODS
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いわさきちひろ「ききょうと子どもたち」1967年
（14ページに作品のコメントと美術館のご案内をしております）

134

※「縮図からみる世界」は今月号はお休みします。

2021年度
スポーツ文化企画
のお知らせ
https://www.
min-jigyo.or.jp

ログイン 2021
パスワード 1192
　　　　 （半角数字）



し
、そ
の
後
の
安
倍
・
菅
政
権
ま
で
の
30
年

間
で
政
府
が
や
っ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
日

本
型
福
祉
国
家
の
破
壊
は
次
の
よ
う
で
す
。

　
１
９
８
０
年
代
か
ら
英
国
、
米
国
、
そ

し
て
日
本
と
新
自
由
主
義
国
家
に
転
換
さ

れ
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
北
欧
諸
国

は
福
祉
国
家
を
守
っ
て
い
て
、
国
連
の「
世

界
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
」
の
上
位
（
ベ
ス

ト
７
）
に
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。
日
本
は

56
位
で
す
。

　
新
自
由
主
義
改
革
で
は
、
そ
れ
ま
で
の

資
本
主
義
の
弱
点
を
社
会
主
義
的
に
修
正

し
た
「
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
」
の
福

祉
国
家
主
義
を
や
め
て
、「
小
さ
な
政
府
」

に
し
て
特
に「
福
祉
・
教
育
の
切
り
捨
て
」

を
し
て
「
自
助
努
力
と
自
己
責
任
」
の
国

に
し
た
の
で
す
。
国
民
の
財
産
で
あ
る
電

話
・
専
売
公
社
・
国
鉄
・
郵
政
な
ど
を
民

営
化
し
て
企
業
に
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

企
業
の
活
動
に
は
規
制
を
取
り
払
い
、「
市

場
原
理
主
義
」
で
自
由
競
争
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
企
業
が
も
う
け
第
一
主
義

の
「
非
正
規
雇
用（
２
１
２
０
万
人
）」「
派

遣
労
働
（
３
０
０
万
人
）」
を
自
由
に
で
き

る
よ
う
に
政
府
は
法
律
を
変
え
、
そ
の
結

果
、
ブ
ラ
ッ
ク
職
場
が
増
え
、
ワ
ー
キ
ン

グ
・
プ
ア
（
年
収
２
０
０
万
円
未
満
の
人
。

１
９
０
０
万
人
）、
リ
ス
ト
ラ
・
過
労
死
が

急
増
し
、
格
差
と
貧
困
が
拡
大
し
ま
し
た
。

　
日
本
で
は
中
曽
根
政
権
と
小
泉
政
権
の

民
営
化
か
ら
新
自
由
主
義
政
策
が
本
格
化

４
病
院
（
う
ち
24
病
院
は
感
染
症
病
床
あ

り
）
の
統
廃
合
計
画
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
１
年
３
月
24
日
の
衆
議
院
厚
生

労
働
委
員
会
で
参
考
人
と
し
て
発
言
し
た

本
田
宏
（
Ｎ
Ｐ
О
法
人
医
療
制
度
研
究

会
）
さ
ん
は
、
日
本
の
医
師
数
は
13
万
人

不
足
し
て
い
て
、
感
染
症
専
門
医
は
約
１

５
０
０
人
不
足
、
集
中
治
療
専
門
医
は
２

６
５
０
人
不
足
し
て
い
る
の
に
、
２
０
２

３
年
度
か
ら
医
学
部
の
定
員
削
減
が
実
施

さ
れ
る
危
惧
が
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。

　
政
府
は
保
健
所
が
認
め
な
い
と
Ｐ
Ｃ
Ｒ

　
医
療
・
保
健
で
は
全
国
の
保
健
所
が
８

５
０
か
ら
４
６
９
に
減
ら
さ
れ
ま
し
た
。

（
東
京
で
は
71
か
ら
31
に
削
減
）。
な
ん
と
、

大
阪
市
、
名
古
屋
市
、
横
浜
市
な
ど
の
政

令
指
定
都
市
に
は
保
健
所
は
１
つ
で
す
。

全
国
の
感
染
病
床
は
９
０
６
０
床
か
ら
１

８
６
９
床
に
削
減
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
に
対
応
で
き
な
い
保
健
・
医
療
体
制

に
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
国
立
・
公
立
・
公

的
病
院
は
１
８
２
２
か
ら
１
５
２
４
に
３

０
０
減
ら
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
政
府
は

公
立
と
日
赤
の
病
院
の
３
分
の
１
の
４
２

検
査
が
で
き
な
い
よ
う
に
し
て
早
期
発

見
・
隔
離
治
療
と
い
う
方
針
を
と
ら
ず
に

来
て
、
さ
ら
に
肺
炎
状
態
に
な
る
中
等
症

患
者
も
自
宅
療
養
と
い
う
方
針
ま
で
出
し

て
国
民
の
批
判
で
あ
い
ま
い
に
し
ま
し
た

が
、
実
態
は
病
院
に
入
れ
な
い
で
亡
く
な

る
患
者
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
医

療
へ
の
公
的
な
支
出
を
削
減
し
続
け
、
公

的
病
院
の
縮
小
を
進
め
、
急
性
期
ベ
ッ
ド

を
減
ら
し
、
診
療
報
酬
引
き
下
げ
で
普
段

か
ら
民
間
主
体
の
医
療
機
関
に
は
新
た
な

感
染
症
に
対
応
す
る
余
裕
が
全
く
な
か
っ

た
こ
と
が
大
き
な
原
因
な
の
で
す
。

新
シ
リ
ー
ズ

な
ぜ
、
日
本
の
医
療
・
保
健
・
防
災
・
教
育
体
制
は
壊
さ
れ
た
の
か東京都立大学

宮下与兵衛

な
ぜ
、
コ
ロ
ナ
に
対
応
で
き
な
い
の
か

医
療
・
保
健
体
制
の
破
壊

新
自
由
主
義
が
日
本
を

「
幸
福
で
な
い
国
」
に
変
え
て
し
ま
っ
た

1

（
３
回
シ
リ
ー
ズ
で
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
す
）

検
査
が
で
き
な
い
よ
う
に
し
て
早
期
発

宮下与兵衛（みやした・よへえ）
東京都立大学・特任教授（教育学）。元長野県立高校教
諭。生徒の学校づくり参加、地域づくり参加による主権
者教育を実践、研究してきた。現在は日本と海外の若者
と主権者教育の比較研究をしている。著書『学校を変え
る生徒たち』『地域を変える高校生たち』『高校生の参加と
共同による主権者教育』（いずれも、かもがわ出版）。各
県の民医連の研修会で職場での主権者教育についてオン
ライン講演をしている。
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「伝えていきたい 私の民医連Ⅱ」「伝えていきたい 私の民医連Ⅱ」注文についてのご案内
　共済だよりに連載中の

「私の民医連」を「伝え

ていきたい　私の民医連

Ⅱ」として再録・発刊し

ました。以下の方法で注

文して下さい。

　掲載は、2014年3月号

（第51回）から、2019年

3月号（第105回）に連載

されたものになります。

（第1回から第50回を再

録した「私の民医連Ⅰ」は別掲の内容になります）

１冊頒価300円
これに別途下記の送料等がかかります。
（1冊 300円、2冊 350円、3冊以上は冊数により
所定の梱包料・送料がかかります）

※注文用紙（表紙にある厚生事業協のホームページを参
照）にご記入の上、注文、もしくはハガキ、メール、
FAXで部数、お名前、送付先、連絡先を明記の上、厚
生事業協まで注文して下さい。料金は書籍に同封され
る振込取扱票でお支払い下さい。

「伝えていきたい 私の民医連Ⅰ」執筆者一覧
奥村晃久（総合病院鹿児島生協病院・内科（病理科））／富樫昭次（新潟・下越病院）／梶　義照（香
川医療生活協同組合 生協みき診療所所長）／竹崎三立（東京・健友会 天沼診療所所長）／児嶋　徹
（東京・府中診療所所長）／芹沢憲一（東京・健康文化会）／小林榮一（大阪・此花博愛会 此花診療所）
／近藤　慧（ヘルスコープおおさか・ＯＢ）／安岡加代子（大阪・よどがわ保健生活協同組合・ＯＢ）／
守山泰生（鳥取医療生協 わかさ生協診療所所長）／莇　昭三（石川勤労者医療協会 城北病院）／西
脇　巽（青森・生協さくら病院名誉院長）／菅　政和（長崎・健友会上戸町病院）／樺島啓吉（熊本・特
定医療法人 芳和会理事長）／武村義人（神戸健康共和会 生田診療所所長）／大島朋光（千葉民医連
職員互助会理事長・市川市民診療所所長）／石原秀文（山梨勤医協元理事長）／青木克明（広島共立
病院）／熊谷芳夫（福岡・千鳥橋病院附属新室見診療所所長）／高柳孝行（群馬・高崎中央病院名誉院
長）／尾崎　望（京都民医連会長・かどの三条こども診療所所長）／吉中丈志（京都民医連中央病院院
長・元上京病院院長）／水戸部秀利（宮城厚生協会理事長）／坪谷　誠（新潟・介護老人保健施設入
舟施設長／社会福祉法人坂井輪会理事長）／望月峻成（元長野中央病院院長・元長野民医連会長）／
板井八重子（熊本・くわみず病院附属くすのきクリニック所長）／伊集唯行（沖縄・首里協同クリニック所
長）／長谷川倫雄（神奈川・せいきょうあつぎ診療所所長）／紺谷日出雄（奈良民医連退職者の会会長 
夕陽ヶ丘診療所）／山川文男（茨城県民医連会長 茨城保健生活協同組合理事長 城南病院院長）／山
岡伸三（愛媛・新居浜協立病院）／聞間　元（静岡・生協きたはま診療所）／渥美健三（岩手・盛岡医
療生協川久保病院名誉院長）／佐藤秀樹（大分県医療生活協同組合理事長）／郷地秀夫（神戸健康
共和会 東神戸診療所所長）／東　昌子（滋賀・膳所診療所所長）／増子忠道（東京・健和会）

「伝えていきたい 私の民医連Ⅱ」執筆者一覧
山本純嗣（和歌山中央医療生活協同組合理事長・生協芦原診療所所長）／百谷　泉（富山・富山協立病
院）／石川長英（徳島・健生西部診療所所長）／矢崎正一（愛知・北医療生活協同組合理事長・北病院院
長）／若田　泰（京都・近畿高等看護専門学校校長）／三浦克弥（山梨・石和共立病院名誉院長）／森
谷尚行（北海道・老人保健施設柏ヶ丘）／渡部旭常（福島・きたかた診療所）／肥田　𣳾（埼玉・浦和民
主診療所所長・全日本民医連元会長）／加茂悦爾（山梨・巨摩共立病院名誉院長）／寺島萬里子（埼玉・
川口診療所元所長）／高橋昭雄（埼玉・秩父生協病院元院長）／野末悦子（神奈川・介護老人保健施設
樹の丘施設長）／今田隆一（宮城・坂総合病院）／金谷邦夫（大阪・うえに生協診療所）／草薙芳明
（秋田・中通総合病院）／福田紀彦（福岡・米の山病院）／清水　巍（石川・城北病院副院長・石川民医連
顧問）／山本勇治（京都・九条診療所所長）／三浦聡雄（東京・新松戸診療所所長代理）

（敬称略）

＝全職員のみなさんにお届けしたい＝

　原水協の前川さん
による「手をつなご
う核兵器のない世界
と未来へ」と題した
学習、ナターシャ・
グジーさんの演奏、
韓国のイ・ボラ先生、
キム・ボング先生から連帯の挨拶、そして各地からの報
告で広島、長崎、福岡、兵庫、神奈川、青森から発言が
ありました。当日視聴数はZoomとYouTube合わせて
446カ所でした。昨年に続き、オンラインの開催となり
ましたが、貴重な学習の場であり、全国で核兵器をなく
し平和と環境を守る活動がいきいきと行われていること
が交流できました。

（全日本民医連・宮澤洋子）

　原水協の前川さん
による「手をつなご
う核兵器のない世界
と未来へ」と題した
学習、ナターシャ・
グジーさんの演奏、
韓国のイ・ボラ先生、
キム・ボング先生から連帯の挨拶、そして各地からの報
告で広島、長崎、福岡、兵庫、神奈川、青森から発言が
ありました。当日視聴数はZoomとYouTube合わせて
446カ所でした。昨年に続き、オンラインの開催となり
ましたが、貴重な学習の場であり、全国で核兵器をなく
し平和と環境を守る活動がいきいきと行われていること
が交流できました。

（全日本民医連・宮澤洋子）

全日本民医連
８月6日平和の波交流会
開催される

全日本民医連
８月6日平和の波交流会
開催される

https://youtube.com/watch?v=6e94IGhDWX0

（おかの・やよ）1967年三重県生ま
れ。同志社大学大学院グローバル・スタディーズ
研究科教授。政治学博士。研究分野は西洋政治思
想史、フェミニズム理論。

全日本民医連
第15回学術・運動交流集会

記念講演

全日本民医連
第15回学術・運動交流集会

記念講演
視聴をご希望の方は、所属法人にお問合せください

｢ケアと多様性を
　大切にする社会へ｣
講師：岡野 八代さん
　　　（政治学博士、同志社大学教授）

日時：10月22日（金）14：10～16：10（予定）
会場：Zoomウェビナー（定員3000人）

YouTube

プロフィール

札
幌
も
熱
帯
夜
が
年
々
、
増
え
て
き
て
ま
す
。
温
暖
化
の
影
響
な
の
で
し
ょ
う
か
。(

北
海
道
・
勤
医
協
中
央
病
院
・
今
野
大
輔
）



いま、なぜ憲法改悪なのか
○ 菅首相「憲法改正にしっかり挑戦したい」
　　～空虚なアピールと危険な中身について～
92

シリーズ

「明日の自由を守る若手弁護士の会」共同代表   黒澤いつき
公式ブログ　https://www.asuno-jiyuu.com/

　　

１
．
菅
首
相
「
改
憲
に
し
っ
か
り

　
　
挑
戦
し
た
い
」

　
菅
首
相
が
、
極
右
雑
誌
『
月
刊
Ｈ
ａ
ｎ
ａ

ｄ
ａ
』
９
月
号
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
改
憲

に
「
挑
戦
し
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
い
わ
く
、
「
自
民
党
は
結
党
以
来
、
党
是

と
し
て
自
主
憲
法
制
定
を
掲
げ
て
い
ま
す
の

で
、
憲
法
改
正
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

そ
の
方
針
は
全
く
変
わ
り
ま
せ
ん
。
い
ま
自

民
党
は
改
憲
四
項
目
（
⑴
自
衛
隊
の
明
記
⑵

緊
急
事
態
条
項
⑶
合
区
解
消
・
地
方
公
共
団

体
⑷
教
育
充
実
）
を
出
し
て
い
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
打
ち
勝
っ
た
あ
と
に…

し
っ
か
り
挑
戦
し
た
い
」

２
．
自
民
党
「
改
憲
４
項
目
」
の

　
　
お
さ
ら
い

　
自
民
党
の
い
わ
ゆ
る
〝
改
憲
４
項
目
〞
を

改
め
て
手
短
に
説
明
し
ま
す
。

　
⑴
憲
法
９
条
に
自
衛
隊
の
存
在
を
明
記
す

る
案
。
た
だ
で
さ
え
「
必
要
最
小
限
度
の
防

衛
力
」
と
い
う
概
念
が
歯
止
め
に
な
ら
な
い

ま
ま
軍
拡
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

上
で
自
衛
隊
は
安
保
法
制
（
２
０
１
５
年
）

に
よ
り
米
軍
の
軍
事
行
動
に
参
加
す
る
事
実

上
の
戦
力
と
化
し
ま
し
た
。
そ
の
自
衛
隊
を

憲
法
に
書
き
込
め
ば
、
９
条
２
項
（
戦
力
不

保
持
）
は
矛
盾
す
る
の
で
死
文
化
し
て
し
ま

い
ま
す
（
後
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
文
と
矛
盾

す
る
既
存
の
法
は
無
効
、
と
い
う
法
律
の
原

則
に
よ
り
ま
す
）。
事
実
上
の
９
条
の
改
憲

は
決
し
て
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
⑵
緊
急
事
態
条
項
の
創
設
。
災
害
の
た
び

に
「
こ
の
よ
う
な
非
常
事
態
の
た
め
に
必
要

だ
」
と
自
民
党
議
員
が
主
張
し
ま
す
。
非
常

事
態
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
三
権
分
立
や
人

権
保
障
と
い
っ
た
憲
法
の
枠
組
み
を
一
時
停

止
さ
せ
、
一
時
的
な
独
裁
を
許
す
緊
急
事
態

条
項
（
海
外
で
は
戒
厳
令
や
非
常
事
態
宣
言

な
ど
の
名
前
で
使
う
国
も
あ
り
）
は
、
あ
ま

り
に
も
濫
用
の
危
険
が
大
き
く
、
ナ
チ
ス
が

そ
の
制
度
を
利
用
し
て
独
裁
体
制
を
築
い
た

例
な
ど
を
見
る
と
「
憲
法
の
自
爆
装
置
」
と

い
え
ま
す
。
と
き
に
「
憲
法
改
正
し
な
け
れ

ば
強
力
な
感
染
防
止
策
を
打
て
な
い
」
な
ど

と
い
う
主
張
が
な
さ
れ
ま
す
が
、
例
え
ば
感

染
対
策
と
し
て
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン（
都
市
封
鎖
）

を
実
施
す
る
国
々
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
の

法
律
を
作
り
、
そ
れ
に
従
っ
て
規
制
を
し
て

い
る
だ
け
で
す
。
感
染
症
対
策
の
た
め
に
市

民
や
企
業
に
強
い
制
約
を
課
す
こ
と
は
、
も

ち
ろ
ん
さ
ま
ざ
ま
な
基
本
的
人
権
の
尊
重
と

対
立
す
る
の
で
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
市
民
の
命
や
健
康
を
守
る
上
で
は
一

切
許
さ
れ
な
い
わ
け
は
な
く
（
日
頃
か
ら
命

や
健
康
を
守
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
法
的
制

約
が
許
さ
れ
る
の
と
同
じ
で
）、
決
し
て
改

憲
し
な
け
れ
ば
で
き
な
い
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
デ
マ
に
は
引
っ
か
か
ら

な
い
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
⑶
合
区
解
消
と
い
う
案
は
、
「
１
人
１
票

の
原
則
」
を
壊
し
て
都
道
府
県
単
位
の
声
を

国
会
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
二

院
制
の
意
味
を
変
え
る
、
国
家
の
設
計
に
関

わ
る
提
案
で
す
。
国
民
か
ら
そ
れ
を
望
む
声

は
な
く
、
不
要
で
す
。

　
⑷
教
育
充
実
の
案
は
、
「
国
は
教
育
環
境

を
整
備
す
べ
し
」
と
い
う
条
項
を
加
筆
し
よ

う
と
い
う
案
で
、
す
で
に
「
教
育
を
受
け
る

権
利
」（
26
条
）
が
定
め
ら
れ
て
い
る
の
に
な

ぜ
加
筆
す
る
の
か
意
味
不
明
と
し
か
い
い
よ

う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
す
ぐ
整
備
す
れ
ば
い

い
だ
け
の
こ
と
で
す
。

３
．
人
権
や
民
主
主
義
と
対
極
に

　
　
あ
る
菅
首
相
の
「
権
力
欲
」

　
菅
首
相
は
、
安
倍
前
首
相
に
比
し
て
改
憲

に
執
念
を
燃
や
す
思
想
的
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン

ド
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
「
挑
戦
」
の
発
言

は
、
自
民
党
総
裁
選
と
総
選
挙
が
迫
る
中
、

極
右
勢
力
の
支
持
を
取
り
つ
け
る
た
め
の
ア

ピ
ー
ル
と
も
い
え
ま
す
。
と
は
い
え
、
自
ら

の
権
力
を
維
持
す
る
た
め
に
有
害
無
益
な
改

憲
も
辞
さ
な
い
姿
勢
は
、
人
権
や
民
主
主
義

と
対
極
に
あ
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
憲
法
改
正

は
主
権
者
が
主
導
す
る
も
の
で
、
憲
法
尊
重

擁
護
義
務
を
負
う
首
相
が
「
挑
戦
」
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
命
を
後
回
し
に
し

て
五
輪
に
執
着
す
る
姿
を
見
れ
ば
そ
れ
は
明

白
で
す
が
、
改
め
て
、
こ
の
政
府
と
与
党
が

い
か
に
国
民
に
と
っ
て
危
険
か
分
か
る
で

し
ょ
う
。

 

❾

ち
が
い
さ
が
し 

ち
が
い
さ
が
し 

上
下
の
絵
で
５
カ
所
ち
が
い
が
あ
り
ま
す
。６
カ
所
の
エ
リ
ア
に
ち

が
い
の〝
な
い
〞エ
リ
ア
１
カ
所
は
Ａ
〜
Ｆ
の
う
ち
ど
こ
で
し
ょ
う
か
。

応
募
の
き
ま
り
は
14
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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た
ま
に
は
ク
イ
ズ
を
解
い
て
頭
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
な
い
と
！　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
石
川
・
城
北
病
院
・
本
多
靖
史
）


